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陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
の
重

要
性
と
必
要
性
に
つ
い
て

宗
部　

現
在
の
誘
致
活
動
の
進

捗
状
況
と
し
て
は
、
調
査
順
位

を
プ
レ
デ
ィ
ア
ゴ
ル
フ
地
区
に

な
っ
た
と
説
明
を
受
け
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
調
査
が

行
わ
れ
る
の
か
伺
う
。

危
機
管
理
監　

奈
良
県
の
調
査

は
、
消
防
学
校
を
含
む
広
域
防

災
拠
点
整
備
に
伴
う
基
本
構
想

策
定
の
調
査
と
ア
ク
セ
ス
道
路

の
調
査
で
あ
る
。

　

防
衛
省
の
調
査
は
、
自
衛
隊

が
県
広
域
防
災
拠
点
を
利
用
す

る
場
合
に
考
え
得
る
基
本
構
想

策
定
調
査
が
実
施
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

宗
部　

調
査
地
決
定
の
理
由
は
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
併
設
し
た
広
域

防
災
拠
点
整
備
の
計
画
段
階
に

お
い
て
、
用
地
の
拡
張
性
と
し

て
は
有
利
、
そ
し
て
地
盤
の
切

土
・
盛
土
量
が
少
な
く
、
比
較

的
造
成
面
か
ら
や
や
有
利
で
あ

る
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
奈
良

県
と
防
衛
省
が
決
定
し
た
が
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
併
設
し
た
計
画

内
容
・
規
模
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

現
段
階
で
は
県

広
域
防
災
拠
点
の
イ
メ
ー
ジ
図

し
か
な
く
、
本
年
度
の
県
の
調

査
に
よ
り
、
消
防
学
校
や
広
域

防
災
拠
点
に
必
要
な
機
能
・
設

備
等
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
、
今

後
の
計
画
に
反
映
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

宗
部　

こ
の
駐
屯
地
誘
致
計
画

は
奈
良
県
と
五
條
市
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る

中
、
紀
伊
半
島
全
域
に
関
わ
る

防
災
対
策
と
い
う
点
で
は
、
三

重
県
・
和
歌
山
県
に
も
、
大
変

重
要
な
位
置
付
け
で
あ
る
と
い

う
御
理
解
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

災
害
時
の
公
助
の
体
制
強
化

を
は
か
る
上
で
、
災
害
時
に
迅

速
な
対
応
展
開
を
可
能
に
す
る

た
め
に
、
こ
の
駐
屯
地
誘
致
を

実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
機
運
を
高

め
る
Ｐ
Ｒ
活
動
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

地
域
か
ら
の
駐

屯
地
配
置
機
運
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
吉

野
郡
三
町
八
村
の
各
首
長
並
び

に
、
五
條
市
及
び
吉
野
郡
選
出

の
県
議
会
議
員
の
賛
同
を
得
、

奈
良
県
知
事
に
顧
問
に
就
任
し

て
い
た
だ
き
、
奈
良
県
南
部
陸

上
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
推
進
協

議
会
を
設
立
し
、
今
後
の
展
開

を
図
る
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
後
方
支
援
拠
点
と
な

っ
た
岩
手
県
遠
野
市
長
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
講
演
会
の
開

催
、
ま
た
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
会
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

宗
部　

今
後
も
奈
良
県
知
事
並

び
に
、
関
係
者
と
と
も
に
首
長

と
し
て
要
望
活
動
に
御
尽
力
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

市
長
の
見
解
を
求
め
る
。

市
長　

紀
伊
半
島
全
体
の
位
置

付
け
と
い
う
こ
と
で
、
吉
野
郡

三
町
八
村
と
も
連
携
し
な
が
ら

機
運
を
高
め
る
準
備
を
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

市
民
の
皆
様
方
の
御
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
も
し
、

ま
た
防
衛
協
会
の
皆
様
方
と
の

連
携
を
取
り
な
が
ら
五
條
市
全

体
の
機
運
を
高
め
て
ま
い
り
た

い
。

宗
部　

自
衛
隊
駐
屯
地
が
絶
対

必
要
だ
と
認
識
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
、
関
係

者
の
方
々
と
市
民
の
皆
様
方
が
、

意
識
を
共
有
し
重
要
性
を
高
め

て
も
ら
い
た
い
。

　

平
成
28
年
10
月
17
日
に
第
２
回

臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
会
期
を
10

月
17
日
か
ら
18
日
の
２
日
間
と
す

る
こ
と
並
び
に
会
議
録
署
名
議
員

を
決
定
し
、
提
出
議
案
で
あ
る
、

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
五
條
市

立
花
咲
寮
建
替
え
整
備
事
業
）
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
建
替
え
を
予
定
し
て
い
る

花
咲
寮
の
建
設
予
定
地
の
土
地
を

購
入
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

慎
重
審
議
を
期
す
た
め
、
厚
生
建

設
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
、
18
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、

厚
生
建
設
常
任
委
員
長
か
ら
、
委

員
会
で
の
審
査
報
告
を
受
け
、
採

決
の
結
果
可
決
し
、
厚
生
建
設
常

任
委
員
会
か
ら
、
議
第
57
号　

財

産
の
取
得
に
対
す
る
附
帯
決
議
が

提
出
さ
れ
、
起
立
採
決
を
行
い
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
臨
時
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会
の
概
要

　有害鳥獣については、これまで対策を講じてきてい
るが、地球温暖化による生息環境の変化、高齢化によ
る狩猟者数の減少などにより、有害鳥獣の数は増加し、
農作物に対する被害は２００億円程度で推移していま
す。
　有害鳥獣による被害により国内農業従事者が事業を
継続する上において深刻な事態を招いています。また、
熊などの大型動物によって人が危害を加えられる事件
なども頻発しています。
　財産のみならず身体・生命を守るためには、生態系
に配慮しながら、有害鳥獣を一定数駆除する必要があ
ると考えられるものの、捕獲後の処理に掛かる負担や
駆除が追い付かないなど、様々な課題により、有害鳥
獣の個体数削減に至っていない状況があります。
　有害鳥獣駆除の促進や負担軽減、処分後の利活用並
びに地域資源への転化など、有害鳥獣対策の推進につ
いて、下記の項目について強く要望します。
 　　　　　　                       記
１．有害鳥獣被害を低減させるため、そして住民の生
　命を守るためにも、被害対策の中核となるコーディ
　ネーターを育成するとともに、必要な数の狩猟者（
　鳥獣被害対策実施隊）を確保するため、鳥獣被害防
　止特措法の改正など、さらなる措置を講ずること。
２．侵入防止（電気）柵施設における安全を確保する
　ため、さらなる指導を徹底すること。
３．有害鳥獣の行動様式を的確に把握し、個体数を管
　理するため、ＩＣＴの積極的な活用を推進すること。
４．国内各地域に広域で利用できる有害鳥獣向け食肉
　処理施設を整備すること。
５．ジビエとして積極的に活用し、 「六次産業化」を推
　進すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提
出する。
　平成２８年 ９ 月２９日　    　　　　  五 條 市 議 会

　本年９月５日より大野新田町で開始された土砂搬入搬
出中継事業によって、進入路として通行される市道は、
整備途中で側溝も表面舗装も未完成の上、市水道管・個
人水道管が付設されており、道路の一部は民有地を無断
で使用している現状でもあります。
　このような状況下で道路幅約３．６メートルの狭い道
路を大型・中型車両が一日数十台出入りされ、生活道路
として使用していた住民は道路状況が悪化し、通行に危
険を感じ細い道への迂回を強いられ、住川・大淀線の幹
線道路上には、タイヤに付いた土砂が持ち出され、また
一般通行車両に度々危険を感じさせ、乾燥した日の土砂
は粉じんとなり近隣住民の迷惑にもなっています。
　市道を利用されます周辺住民や通行車両などへの安全・
生活環境確保のためにも迅速な対策が必要であります。
　また、当市における残土処分問題としては田殿町残土
処分場において、地域住民より奈良地方裁判所五條支部
に仮処分の申請がなされ、奈良県知事からも是正計画書
の提出を求められております。
　当市議会においても、先の厚生建設常任委員会が中心
となり現地を視察し、様々な対応策について意見交換を
行っております。
　よって、五條市として周辺住民が安心して暮らせる生
活環境を取り戻し、通行車両の交通安全のためにも迅速
な市道使用改善指導とともに、市道整備を早急に進める
ことを求めるものであります。
　以上、 決議する。
　平成２８年 ９ 月２９日 　　　　　　　五 條 市 議 会

有害鳥獣対策の推進を求める意見書土砂搬入搬出中継事業に係る
　　　　　　　　　　周辺住民の生活を守る決議
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２
２
万
１
千
円
、
土
砂
条
例
運
用

支
援
業
務
委
託
料
２
２
０
万
円
、

奈
良
県
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
１
，
６
０
０
万
円
、
鳥
獣

害
防
止
対
策
材
料
費
追
加
６
，
２

３
６
万
７
千
円
、
空
き
家
等
実
態

調
査
業
務
委
託
料
１
，
０
０
０
万

円
で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
、
分
担

金
及
び
負
担
金
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
繰
越
金
で
賄
う
も
の

で
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
新
庁
舎
建
設
に

伴
う
大
和
都
市
計
画
用
途
地
域
変

更
支
援
業
務
、
限
度
額
２
８
３
万

円
を
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
の
２
箇
年
事
業
と
し
て
追
加
す

る
も
の
で
る
。

委
員　

奈
良
県
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
補
助
金
の
総
事
業
費
及
び

財
源
内
訳
は
。

答
弁　

総
事
業
費
が
８
億
９
，
４

０
０
万
円
で
、
財
源
内
訳
は
国
庫

支
出
金
が
４
億
４
，
７
０
０
万
円
、

県
補
助
金
が
１
，
６
０
０
万
円
、

市
補
助
金
が
４
，
４
７
０
万
円
、

地
元
及
び
Ｊ
Ａ
の
負
担
金
が
３
億

８
，
６
３
０
万
円
で
あ
る
。

委
員　

柿
以
外
の

野
菜
や
果
物
に
つ

い
て
も
組
合
組
織
で
あ
れ
ば
こ
の

制
度
を
活
用
で
き
る
の
か
。

答
弁　

条
件
を
満
た
せ
ば
こ
の
制

度
を
活
用
で
き
る
。

委
員　

空
き
家
等
実
態
調
査
の
目

的
は
。

答
弁　

五
條
市
内
に
あ
る
空
き
家

全
体
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、

空
き
家
等
対
策
計
画
を
立
て
、
利

活
用
で
き
る
空
き
家
、
維
持
し
て

い
く
空
き
家
、
危
険
な
空
き
家
と

い
う
ふ
う
に
分
類
し
、
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
化
す
る
た
め
に
行
う
も
の

で
あ
る
。

委
員　

今
後
の
空
き
家
対
策
の
計

画
は
。

答
弁　

今
年
度
で
実
態
調
査
を
完

了
し
、
来
年
度
で
空
き
家
等
対
策

計
画
を
立
て
て
い
く
。

委
員　

空
き
家
対
策
に
関
し
て
、

い
ろ
ん
な
事
業
が
絡
む
の
で
、
関

係
課
と
も
協
議
を
し
て
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

委
員　

空
き
家
の
利
活
用
は
。

答
弁　

空
き
家
を
市
外
の
方
等
に

貸
し
た
り
、
売
買
し
て
活
用
し
て

ま
い
り
た
い
。

委
員　

空
き
家
を
利
活
用
し
て
も

ら
う
た
め
の
周
知
方
法
は
。

答
弁　

実
態
調
査
に
お
い
て
空
き

家
の
所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
た

上
で
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
等
に

登
録
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し

て
い
く
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
広
く
公
募
し
て
い

き
た
い
。

委
員　

空
き
家
等
実
態
調
査
は
業

者
が
一
か
ら
調
査
す
る
の
か
。

答
弁　

五
條
市
か
ら
水
道
の
利
用

状
況
や
自
治
会
に
お
願
い
し
て
空

き
家
情
報
を
い
た
だ
い
た
も
の
を

業
者
に
提
供
し
、
業
者
が
現
地
確

認
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

委
員　

自
治
会
に
お
願
い
す
る
時

期
は
。

答
弁　

業
者
選
定
を
予
定
し
て
い

る
11
月
上
旬
ま
で
に
情
報
を
い
た

だ
け
る
よ
う
事
前
に
お
願
い
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

委
員　

空
き
家
実
態
調
査
の
範
囲

は
。

答
弁　

五
條
市
内
全
域
で
あ
る
。

委
員　

危
険
な
空
き
家
等
に
対
す

る
五
條
市
の
対
応
は
。

答
弁　

危
険
な
空
き
家
等
に
つ
い

て
は
、
特
定
空
き
家
等
に
指
定
し

て
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
取
る

よ
う
助
言
又
は
指
導
す
る
。
そ
れ

で
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
勧
告

あ
る
い
は
命
令
と
順
に
厳
し
く
な

り
、
最
終
的
に
は
行
政
代
執
行
を

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

９

　
平
成
28
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
議
定
に
つ
い

て説
明
内
容　

歳
入
歳
出
予
算
及
び

債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
、
ま
ず
、

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
と
し
て
は
、

予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
，
４
７
８
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
８
億
２
，
４
７

８
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
、
歳

出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
地
域
介

護
・
福
祉
空
間
整
備
等
補
助
金
４

報
告
事
項

市
立
五
條
文
化
博
物
館
の
休
館
に

い
て

説
明
内
容　

市
立
五
條
文
化
博
物

館
は
、
平
成
７
年
４
月
に
開
館
し
、

平
成
28
年
現
在
21
年
を
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
各
所
に
不

具
合
が
発
生
し
運
営
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
始
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

特
に
、
空
調
機
器
の
故
障
が
頻

発
す
る
よ
う
に
な
り
、
収
蔵
、
展

示
し
て
い
る
貴
重
な
文
化
財
や
歴

史
的
資
料
等
に
悪
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
る
。

　

ま
た
、
寒
暖
調
整
の
不
適
切
な

展
示
室
環
境
で
は
、
御
利
用
に
な

る
来
館
者
の
方
々
に
体
調
不
良
や

不
快
感
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
も
案

じ
ら
れ
る
と
考
え
い
る
。

　

加
え
て
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
大

型
自
動
ド
ア
の
片
方
に
異
常
が
発

生
し
、
現
在
片
方
の
み
で
開
閉
し

て
お
り
、
修
理
見
積
り
を
取
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
自
動
ド
ア
の
範

ち
ゅ
う
で
は
な
く
、
建
設
関
係
の

大
き
な
修
理
が
必
要
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
、
各

所
の
修
理
を
行
う
必
要
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
来
年
度
は
次
期
指
定

管
理
者
を
募
集
せ
ず
、
大
規
模
修

繕
を
実
施
し
、
同
時
に
展
示
等
の

見
直
し
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
元
は
白
い
石
で
拭
か
れ

た
ス
ロ
ー
プ
の
階
段
部
分
も
真
っ

黒
に
変
色
し
、
何
度
か
清
掃
も
行

っ
た
が
、
奇
麗
に
な
っ
て
い
な
い

状
態
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
部
分

の
集
中
的
な
清
掃
、
ま
た
、
中
央

に
円
形
広
場
も
排
水
が
詰
ま
っ
て

お
り
、
大
雨
が
降
る
と
水
が
溜
ま

る
状
況
の
た
め
手
入
れ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
も
和
式
ト
イ
レ

を
洋
式
に
変
更
な
ど
、
幼
児
・
障

害
者
の
方
へ
の
対
応
も
今
の
状
態

で
は
不
十
分
と
思
っ
て
い
る
。

　

展
示
等
の
変
更
に
つ
い
て
も
、

３
Ｄ
映
像
機
器
が
故
障
し
て
お
り
、

き
っ
ち
り
と
映
像
が
流
せ
る
も
の

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
映
像

室
と
し
て
活
動
を
再
開
し
、
展
示

も
随
時
変
更
し
展
示
内
容
を
変
え

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

３
階
の
特
別
展
室
に
つ
い
て
は
、

特
別
展
を
し
な
い
限
り
使
わ
な
い

状
態
な
の
で
、
来
館
者
の
方
が
憩

え
る
場
、
ま
た
、
学
べ
る
場
、
ふ

る
さ
と
学
習
の
場
と
し
て
も
活
用

で
き
る
よ
う
な
取
組
と
、
展
示
内

容
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

委
員　

非
常
に
結
構
な
こ
と
だ
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ど
う
に
か
し
な

い
と
、
体
の
不
自
由
な
方
は
、
乗

り
に
く
い
、
不
便
な
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
だ
と
思
う
。
同
じ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
な
ら
、
考
え
て
も
ら
え
な

い
か
。

答
弁　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
部
分
が

ス
ロ
ー
プ
の
途
中
か
ら
入
る
と
い

う
こ
と
で
、
身
体
障
害
者
の
方
が

途
中
に
車
を
横
付
け
し
た
と
し
て

も
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
と

い
う
指
摘
は
以
前
か
ら
い
た
だ
い

て
い
る
。
あ
の
部
分
で
い
っ
た
ん

フ
ラ
ッ
ト
な
ス
ペ
ー
ス
を
造
ら
な

い
こ
と
に
は
、
車
椅
子
の
方
が
車

か
ら
降
り
て
、
安
全
に
静
止
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
に

つ
い
て
も
、
費
用
を
含
め
て
考
え

て
ま
い
り
た
い
。

行
い
、
費
用
を
相
手
方
に
請
求
す

る
場
合
も
出
て
く
る
と
考
え
て
い

る
。

委
員　

危
険
空
き
家
が
放
置
さ
れ

て
い
る
の
は
、
取
り
壊
し
て
も
建

築
基
準
法
に
適
合
せ
ず
建
て
替
え

が
で
き
な
い
こ
と
や
、
高
額
な
撤

去
費
用
が
掛
か
る
こ
と
が
要
因
で

も
あ
る
。
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊

し
た
ら
固
定
資
産
税
が
上
が
る
こ

と
が
要
因
と
な
り
、
放
置
さ
れ
て

い
る
実
態
も
あ
る
。

平
成
28
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
議
定
に
つ
い

て説
明
内
容　

歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
で
、
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
，
０
５
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
８
億
３
，

５
２
８
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
、

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
市
税

の
過
誤
納
付
金
及
び
還
付
加
算
金

の
追
加
１
，
０
０
０
万
円
、
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
追

加
50
万
円
で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
、

繰
越
金
で
賄
う
も
の
で
る
。
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２
２
万
１
千
円
、
土
砂
条
例
運
用

支
援
業
務
委
託
料
２
２
０
万
円
、

奈
良
県
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
１
，
６
０
０
万
円
、
鳥
獣

害
防
止
対
策
材
料
費
追
加
６
，
２

３
６
万
７
千
円
、
空
き
家
等
実
態

調
査
業
務
委
託
料
１
，
０
０
０
万

円
で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
、
分
担

金
及
び
負
担
金
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
繰
越
金
で
賄
う
も
の

で
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
新
庁
舎
建
設
に

伴
う
大
和
都
市
計
画
用
途
地
域
変

更
支
援
業
務
、
限
度
額
２
８
３
万

円
を
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
の
２
箇
年
事
業
と
し
て
追
加
す

る
も
の
で
る
。

委
員　

奈
良
県
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
補
助
金
の
総
事
業
費
及
び

財
源
内
訳
は
。

答
弁　

総
事
業
費
が
８
億
９
，
４

０
０
万
円
で
、
財
源
内
訳
は
国
庫

支
出
金
が
４
億
４
，
７
０
０
万
円
、

県
補
助
金
が
１
，
６
０
０
万
円
、

市
補
助
金
が
４
，
４
７
０
万
円
、

地
元
及
び
Ｊ
Ａ
の
負
担
金
が
３
億

８
，
６
３
０
万
円
で
あ
る
。

委
員　

柿
以
外
の

野
菜
や
果
物
に
つ

い
て
も
組
合
組
織
で
あ
れ
ば
こ
の

制
度
を
活
用
で
き
る
の
か
。

答
弁　

条
件
を
満
た
せ
ば
こ
の
制

度
を
活
用
で
き
る
。

委
員　

空
き
家
等
実
態
調
査
の
目

的
は
。

答
弁　

五
條
市
内
に
あ
る
空
き
家

全
体
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、

空
き
家
等
対
策
計
画
を
立
て
、
利

活
用
で
き
る
空
き
家
、
維
持
し
て

い
く
空
き
家
、
危
険
な
空
き
家
と

い
う
ふ
う
に
分
類
し
、
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
化
す
る
た
め
に
行
う
も
の

で
あ
る
。

委
員　

今
後
の
空
き
家
対
策
の
計

画
は
。

答
弁　

今
年
度
で
実
態
調
査
を
完

了
し
、
来
年
度
で
空
き
家
等
対
策

計
画
を
立
て
て
い
く
。

委
員　

空
き
家
対
策
に
関
し
て
、

い
ろ
ん
な
事
業
が
絡
む
の
で
、
関

係
課
と
も
協
議
を
し
て
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

委
員　

空
き
家
の
利
活
用
は
。

答
弁　

空
き
家
を
市
外
の
方
等
に

貸
し
た
り
、
売
買
し
て
活
用
し
て

ま
い
り
た
い
。

委
員　

空
き
家
を
利
活
用
し
て
も

ら
う
た
め
の
周
知
方
法
は
。

答
弁　

実
態
調
査
に
お
い
て
空
き

家
の
所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
た

上
で
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
等
に

登
録
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し

て
い
く
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
広
く
公
募
し
て
い

き
た
い
。

委
員　

空
き
家
等
実
態
調
査
は
業

者
が
一
か
ら
調
査
す
る
の
か
。

答
弁　

五
條
市
か
ら
水
道
の
利
用

状
況
や
自
治
会
に
お
願
い
し
て
空

き
家
情
報
を
い
た
だ
い
た
も
の
を

業
者
に
提
供
し
、
業
者
が
現
地
確

認
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

委
員　

自
治
会
に
お
願
い
す
る
時

期
は
。

答
弁　

業
者
選
定
を
予
定
し
て
い

る
11
月
上
旬
ま
で
に
情
報
を
い
た

だ
け
る
よ
う
事
前
に
お
願
い
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

委
員　

空
き
家
実
態
調
査
の
範
囲

は
。

答
弁　

五
條
市
内
全
域
で
あ
る
。

委
員　

危
険
な
空
き
家
等
に
対
す

る
五
條
市
の
対
応
は
。

答
弁　

危
険
な
空
き
家
等
に
つ
い

て
は
、
特
定
空
き
家
等
に
指
定
し

て
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
取
る

よ
う
助
言
又
は
指
導
す
る
。
そ
れ

で
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
勧
告

あ
る
い
は
命
令
と
順
に
厳
し
く
な

り
、
最
終
的
に
は
行
政
代
執
行
を

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

９

　
平
成
28
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
議
定
に
つ
い

て説
明
内
容　

歳
入
歳
出
予
算
及
び

債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
、
ま
ず
、

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
と
し
て
は
、

予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
，
４
７
８
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
８
億
２
，
４
７

８
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
、
歳

出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
地
域
介

護
・
福
祉
空
間
整
備
等
補
助
金
４

報
告
事
項

市
立
五
條
文
化
博
物
館
の
休
館
に

い
て

説
明
内
容　

市
立
五
條
文
化
博
物

館
は
、
平
成
７
年
４
月
に
開
館
し
、

平
成
28
年
現
在
21
年
を
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
各
所
に
不

具
合
が
発
生
し
運
営
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
始
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

特
に
、
空
調
機
器
の
故
障
が
頻

発
す
る
よ
う
に
な
り
、
収
蔵
、
展

示
し
て
い
る
貴
重
な
文
化
財
や
歴

史
的
資
料
等
に
悪
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
る
。

　

ま
た
、
寒
暖
調
整
の
不
適
切
な

展
示
室
環
境
で
は
、
御
利
用
に
な

る
来
館
者
の
方
々
に
体
調
不
良
や

不
快
感
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
も
案

じ
ら
れ
る
と
考
え
い
る
。

　

加
え
て
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
大

型
自
動
ド
ア
の
片
方
に
異
常
が
発

生
し
、
現
在
片
方
の
み
で
開
閉
し

て
お
り
、
修
理
見
積
り
を
取
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
自
動
ド
ア
の
範

ち
ゅ
う
で
は
な
く
、
建
設
関
係
の

大
き
な
修
理
が
必
要
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
、
各

所
の
修
理
を
行
う
必
要
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
来
年
度
は
次
期
指
定

管
理
者
を
募
集
せ
ず
、
大
規
模
修

繕
を
実
施
し
、
同
時
に
展
示
等
の

見
直
し
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
元
は
白
い
石
で
拭
か
れ

た
ス
ロ
ー
プ
の
階
段
部
分
も
真
っ

黒
に
変
色
し
、
何
度
か
清
掃
も
行

っ
た
が
、
奇
麗
に
な
っ
て
い
な
い

状
態
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
部
分

の
集
中
的
な
清
掃
、
ま
た
、
中
央

に
円
形
広
場
も
排
水
が
詰
ま
っ
て

お
り
、
大
雨
が
降
る
と
水
が
溜
ま

る
状
況
の
た
め
手
入
れ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
も
和
式
ト
イ
レ

を
洋
式
に
変
更
な
ど
、
幼
児
・
障

害
者
の
方
へ
の
対
応
も
今
の
状
態

で
は
不
十
分
と
思
っ
て
い
る
。

　

展
示
等
の
変
更
に
つ
い
て
も
、

３
Ｄ
映
像
機
器
が
故
障
し
て
お
り
、

き
っ
ち
り
と
映
像
が
流
せ
る
も
の

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
映
像

室
と
し
て
活
動
を
再
開
し
、
展
示

も
随
時
変
更
し
展
示
内
容
を
変
え

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

３
階
の
特
別
展
室
に
つ
い
て
は
、

特
別
展
を
し
な
い
限
り
使
わ
な
い

状
態
な
の
で
、
来
館
者
の
方
が
憩

え
る
場
、
ま
た
、
学
べ
る
場
、
ふ

る
さ
と
学
習
の
場
と
し
て
も
活
用

で
き
る
よ
う
な
取
組
と
、
展
示
内

容
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

委
員　

非
常
に
結
構
な
こ
と
だ
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ど
う
に
か
し
な

い
と
、
体
の
不
自
由
な
方
は
、
乗

り
に
く
い
、
不
便
な
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
だ
と
思
う
。
同
じ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
な
ら
、
考
え
て
も
ら
え
な

い
か
。

答
弁　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
部
分
が

ス
ロ
ー
プ
の
途
中
か
ら
入
る
と
い

う
こ
と
で
、
身
体
障
害
者
の
方
が

途
中
に
車
を
横
付
け
し
た
と
し
て

も
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
と

い
う
指
摘
は
以
前
か
ら
い
た
だ
い

て
い
る
。
あ
の
部
分
で
い
っ
た
ん

フ
ラ
ッ
ト
な
ス
ペ
ー
ス
を
造
ら
な

い
こ
と
に
は
、
車
椅
子
の
方
が
車

か
ら
降
り
て
、
安
全
に
静
止
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
に

つ
い
て
も
、
費
用
を
含
め
て
考
え

て
ま
い
り
た
い
。

行
い
、
費
用
を
相
手
方
に
請
求
す

る
場
合
も
出
て
く
る
と
考
え
て
い

る
。

委
員　

危
険
空
き
家
が
放
置
さ
れ

て
い
る
の
は
、
取
り
壊
し
て
も
建

築
基
準
法
に
適
合
せ
ず
建
て
替
え

が
で
き
な
い
こ
と
や
、
高
額
な
撤

去
費
用
が
掛
か
る
こ
と
が
要
因
で

も
あ
る
。
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊

し
た
ら
固
定
資
産
税
が
上
が
る
こ

と
が
要
因
と
な
り
、
放
置
さ
れ
て

い
る
実
態
も
あ
る
。

平
成
28
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
議
定
に
つ
い

て説
明
内
容　

歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
で
、
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
，
０
５
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
８
億
３
，

５
２
８
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
、

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
市
税

の
過
誤
納
付
金
及
び
還
付
加
算
金

の
追
加
１
，
０
０
０
万
円
、
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
追

加
50
万
円
で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
、

繰
越
金
で
賄
う
も
の
で
る
。



13 厚生建設常任委員会 12厚生建設常任委員会
2

歳
児
が
12
名
で
あ
る
が
、
通
常
で

あ
れ
ば
城
戸
保
育
所
を
通
園
区
域

と
す
る
４
地
区
の
数
と
し
て
は
、

０
歳
児
が
１
名
、
１
歳
児
が
２
名
、

２
歳
児
が
２
名
、
３
歳
児
が
０
名
、

４
歳
児
が
１
名
、
５
歳
児
が
３
名

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
塔
町
に
つ
い
て
は
、

０
歳
児
か
ら
４
歳
児
が
そ
れ
ぞ
れ

０
名
で
５
歳
児
が
１
名
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
両
地
域
の
子
供
は
、

西
吉
野
幼
稚
園
や
市
内
の
保
育
所

に
通
園
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

委
員　

廃
止
す
る
こ
と
に
対
す
る

保
護
者
の
理
解
・
了
解
は
。

答
弁　

今
年
の
６
月
に
地
区
自
治

連
合
会
長
に
説
明
を
し
、
地
区
自

治
連
合
会
長
か
ら
各
単
位
自
治
会

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
城
戸
保

育
所
が
あ
る
川
岸
自
治
会
と
城
戸

自
治
会
に
お
い
て
は
役
員
会
等
で

説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

地
区
の
意
見
と
し
て
は
、
「
非
常

に
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
致

し
方
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
了

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

委
員　

用
途
廃
止
の
内
容
は
。

答
弁　

城
戸
保
育
所
と
し
て
使
用

す
る
行
政
財
産
と
い
う
用
途
を
廃

止
し
、
普
通
財
産
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
城
戸
保
育
所
の
建
物
の
活

用
に
つ
い
て
は
地
元
の
方
と
考
え

た
が
、
特
に
活
用
案
も
な
く
、
ま

た
地
代
も
掛
か
る
こ
と
も
あ
り
解

体
す
る
こ
と
で
了
解
を
得
て
い
る
。

委
員　

解
体
の
結
論
は
慎
重
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

平
成
28
年
度
五
條
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
議

定
に
つ
い
て

説
明
内
容　

予
算
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
４
，
８
３
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９

億
５
，
１
８
３
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
、
歳
出
予
算
と
し
て
は
、

介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金

追
加
３
，
８
９
１
万
２
千
円
、
国
・

県
・
支
払
基
金
へ
の
返
還
金
追
加

９
４
２
万
６
千
円
で
、
そ
の
財
源

は
、
前
年
度
繰
越
金
４
，
８
３
３

万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
均
衡
を
図
っ
た
も
の
で
る
。

委
員　

介
護
保
険
財
政
調
整
基
金

の
総
額
は
。

答
弁　

現
時
点
の
基
金
残
高
が
１

億
８
，
４
４
０
万
２
千
円
で
、
今

回
補
正
に
計
上
し
て
い
る
基
金
を

積
み
立
て
る
と
２
億
２
，
３
３
１

万
４
千
円
に
な
る
。

委
員　

積
立
金
の
目
的
は
。

答
弁　

介
護
保
険
事
業
は
３
年
を

１
期
と
し
た
中
期
財
政
運
営
で
あ

る
た
め
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
幅

を
抑
制
す
る
た
め
に
積
み
立
て
て

い
る
。

委
員　

基
金
を
活
用
し
て
、
介
護

保
険
料
の
上
昇
や
介
護
事
業
者
へ

の
補
助
金
の
削
減
に
な
ら
な
い
よ

う
に
精
査
し
て
も
ら
い
た
い
。

平
成
28
年
度
五
條
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
議

定
に
つ
い
て

説
明
内
容　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

50
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

39
億
５
，
２
３
３
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
、
歳
出
予
算
と
し
て
は
、

介
護
保
険
料
還
付
金
追
加
50
万
円

で
、
そ
の
財
源
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
事
務
費
繰
入
金
50
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
を
図
っ

た
も
の
で
あ
る
。

委
員　

介
護
保
険
料
還
付
金
が
追

加
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁　

過
年
度
に
溯
っ
た
住
民
税

の
申
告
に
よ
り
、
課
税
世
帯
か
ら

非
課
税
世
帯
に
な
っ
た
世
帯
が
例

年
よ
り
多
か
っ
た
た
め
、
還
付
金

を
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

　
五
條
市
立
へ
き
地
保
育
所
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

委
員　

西
吉
野
町
及
び
大
塔
町
の

過
去
５
年
間
の
出
生
数
及
び
保
育

所
等
に
通
園
し
て
い
る
状
況
は
。

答
弁　

子
供
の
数
と
い
う
こ
と
で

答
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
西
吉

野
町
は
０
歳
児
が
９
名
、
１
歳
児

が
10
名
、
２
歳
児
が
12
名
、
３
歳

児
が
11
名
、
４
歳
児
が
７
名
、
５

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
悪
質
な
場

合
は
、
五
條
警
察
署
へ
連
絡
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
指
定
袋
へ
入
っ
た
ご

み
の
展
開
検
査
な
ど
も
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
持
込
時
間
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
に

よ
り
新
施
設
へ
の
搬
入
時
間
は
午

後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
積

込
み
や
搬
送
に
要
す
る
時
間
の
考

慮
と
、
今
後
は
、
指
定
袋
に
入
っ

た
ご
み
を
直
接
パ
ッ
カ
ー
車
へ
投

入
す
る
こ
と
に
な
り
、
職
員
不
在

時
の
危
険
回
避
の
措
置
を
考
え
、

み
ど
り
園
へ
の
持
込
時
間
を
午
後

４
時
ま
で
と
す
る
必
要
が
あ
り
、

来
年
１
月
か
ら
計
量
ご
み
と
同
様

の
受
入
時
間
と
し
、
４
月
か
ら
完

全
実
施
い
た
し
ま
す
。

花
咲
寮
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

説
明
内
容　

６
月
16
日
の
厚
生
建

設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
花
咲

寮
整
備
基
本
計
画
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
中
の
建
設
予
定
地
、

二
見
５
丁
目
地
内
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

五
條
の
南
側
の
進
展
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
所
有
者
へ
、
花
咲
寮
整

備
基
本
計
画
に
お
い
て
、
所
有
地

が
花
咲
寮
建
設
予
定
地
の
第
１
候

補
と
な
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
、

昨
年
10
月
に
所
有
者
了
解
の
下
、

実
施
し
て
い
た
平
面
測
量
図
を
基

に
、
所
有
者
と
の
用
地
交
渉
を
開

始
し
、
本
日
ま
で
に
、
所
有
者
と

は
土
地
売
買
の
仮
契
約
を
交
わ
し

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
の
議
決
を
得
た
後
、
法
令

に
し
た
が
っ
て
事
務
を
進
め
た
上

で
、
花
咲
寮
建
設
予
定
地
と
し
て

取
得
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
の
計
画
、
予
定
に
つ
い
て

は
、
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら

地
質
調
査
を
行
い
、
来
年
度
に
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
30
年
度
に
は
本
体
工
事
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

報
告
事
項

み
ど
り
園
へ
の
ご
み
持
ち
込
み
方

法
等
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
内
容　

持
込
み
ご
み
は
、
市

民
の
利
便
性
を
考
え
る
と
必
要
不

可
欠
だ
が
、
反
面
、
不
適
切
な
ご

み
の
混
入
が
多
く
、
中
で
も
、
計

量
ご
み
は
、
産
業
廃
棄
物
や
市
外

か
ら
の
搬
入
も
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
不
適
切
な
ご

み
の
徹
底
排
除
を
主
な
目
的
と
し

て
事
前
申
請
の
導
入
に
踏
み
切
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

手
続
き
の
方
法
は
、
開
園
日
前

日
の
午
後
４
時
ま
で
に
直
接
み
ど

り
園
に
来
園
し
て
い
た
だ
く
か
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
内
容

を
申
請
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

搬
入
当
日
は
、
申
請
い
た
だ
い

た
内
容
と
本
人
確
認
を
行
っ
た
上

で
署
名
い
た
だ
く
手
順
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
来
年
１
月
か
ら
半
年
間

は
、
移
行
期
間
を
設
け
て
お
り
、

当
日
受
付
も
可
能
で
す
が
、
７
月

か
ら
完
全
実
施
し
、
開
園
日
前
日

の
午
後
４
時
ま
で
に
必
ず
申
請
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
虚
偽
の
申
請
に
よ
り
不

適
切
な
ご
み
を
搬
入
し
た
場
合
は

確
認
書
兼
始
末
書
に
よ
り
誓
約
い


